
関係者による協定式の記念写真

羊毛アートの「ボニャール」も人気

江口学長と岩切代表取締役

衣料品等のリユースおよび
リサイクルの推進に関する協定を締結

名鉄観光サービスと
包括連携協定を締結

「農ある風景のキャンパスづくりプロジェクト」の一環として整備された空間が
「農と水の森」と名付けられ、水田のオープニングイベントが行われた。

「農と水の森」が始動（世田谷キャンパス）「農と水の森」が始動（世田谷キャンパス）「農と水の森」が始動（世田谷キャンパス）

田植えイベント開催

企
画
展
「
猫
の
す
ゝ
め
」
開
催
中

「
食
と
農
」の
博
物
館

　

東
京
農
業
大
学
は
４
月
17

日
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
締
結
式
で
は
江
口
文
陽

学
長
や
岩
切
道
郎
代
表
取
締
役

社
長
ら
が
出
席
し
、
協
定
書
に

署
名
。
岩
切
社
長
は
「
教
育
機

会
を
し
っ
か
り
と
生
み
出
し
、

社
会
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
よ

う
な
生
徒
・
学
生
を
生
み
出
せ

る
よ
う
深
化
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
江
口
学
長
は
「
各
地

域
の
特
性
、
観
光
資
源
、
人
材

と
い
っ
た
無
限
の
可
能
性
を
持

つ
資
源
を
う
ま
く
社
会
に
活
用

し
て
い
く
た
め
に
、
名
鉄
観
光

サ
ー
ビ
ス
と
東
京
農
業
大
学
が

手
を
組
む
こ
と
で
大
き
な
化
学

変
化
を
起
こ
せ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

移
動
・
交
流
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

観
光
産
業
と
実
学
を
重
ん
じ
る

農
学
の
知
見
が
融
合
し
た
地
方

創
生
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
新
た

な
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
【
石
塚
真
維
】

　
「
猫
×
農
学
研
究
」
を
テ
ー

マ
に
猫
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

側
面
を
紹
介
。
猫
と
人
類
の

つ
な
が
り
は
農
業
か
ら
始

ま
っ
た
。
今
か
ら
約
１
万
年

前
、
人
類
は
食
料
を
安
定
的

に
手
に
入
れ
る
た
め
に
農
業

を
始
め
た
。
そ
し
て
こ
の
時
、

収
穫
し
た
穀
物
を
ネ
ズ
ミ
か

ら
守
る
猫
と
人
類
と
の
付
き

合
い
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　

猫
は
歴
史
上
、
非
常
に
長

く
人
と
関
わ
っ
て
き
た
動
物

で
あ
る
一
方
、
極
め
て
謎
の

多
い
生
き
も
の
で
も
あ
る
。

地
球
上
の
様
々
な
環
境
に
野

生
の
ネ
コ
科
動
物
は
生
息
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
野
生
で

生
ま
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
甘
え
ら
れ
そ
う
な
人
間

を
見
極
め
、
食
べ
物
を
ね
だ
っ

て
最
終
的
に
は
飼
い
ネ
コ
に

…
高
い
適
応
能
力
を
有
す
る

動
物
で
あ
る
証
拠
だ
。

　

本
企
画
展
で
は
、
フ
ェ
イ

ク
フ
ァ
ー
の
猫
人
形
に
加
え
、

最
新
の
猫
研
究
を
パ
ネ
ル
展

示
し
て
い
る
。
猫
を
飼
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
も
、
な
い
人

も
、
猫
の
魅
力
に
出
会
え
る

だ
ろ
う
。         

【
田
留
健
介
】

　

６
月
13
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
水
田
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。「
農
あ
る
風
景

の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
」

は
学
長
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ

で
あ
り
、
人
間
の
生
命
の

源
で
あ
る
「
農
」、

生
命
を
育
む
「
水
」、

そ
し
て
豊
か
な
生
態

系
を
象
徴
す
る
「
森
」

を
結
び
付
け
「
農
と

水
の
森
」
と
命
名
さ

れ
た
。
当
日
は
、
歌

手
の
小
林
幸
子
さ
ん

（
農
林
水
産
省
お
米

大
使
）
が
応
援
団
長

と
し
て
参
加
し
、「
農

業
が
持
つ
力
と
地
域

を
結
ぶ
大
切
さ
を
実

感
し
た
。
若
い
世
代

が
農
業
の
価
値
を
発

信
す
る
姿
に
希
望
を
感
じ
、

今
後
も
人
と
の
つ
な
が
り

を
育
ん
で
い
き
た
い
。」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
タ
レ
ン

ト
の
川
瀬
良
子
さ
ん
、
全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長
、
日
本
農
業
新
聞

取
締
役
社
長
、
日
比
谷
ア

メ
ニ
ス
代
表
取
締
役
、
株

式
会
社
グ
ラ
ッ
ク
代
表
取

締
役
社
長
、
法
人
理
事
な

ど
多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
。
全
学
応
援

団
の
演
舞
披
露
の
後
に
、

学
長
、
稲
花
小
学
校
児
童
、

本
学
学
生
な
ど
約
１
０
０

名
が
田
植
え
を
行
っ
た
。

　

江
口
学
長
は
「
農
と
水

の
森
」
を
通
じ
て
、
地
球

規
模
の
課
題
に
挑
む
人
材

を
育
成
し
、
持
続
可
能
な

未
来
へ
の
扉
を
開
く
先
頭

に
立
ち
続
け
る
と
い
う
強

い
想
い
を
抱
い
た
。

　

こ
の
水
田
は
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
稲
作
に
取
り

組
み
、
今
秋
の
初
収
穫
に

向
け
て
豊
か
な
実
り
が
期

待
さ
れ
る
。  【
山
村
月
子
】

稲花小学校の児童も田植えに参加

賑やかな集合写真でセレモニーの幕を閉じた

　

農
学
部
は
、
厚
木
市
、
ブ
ッ

ク
オ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
、
株
式
会
社BPLab

と
「
衣
料
品
等
の
リ
ユ
ー
ス
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関

す
る
協
定
」
を
令
和
８
年
３
月

に
締
結
し
た
。
本
協
定
は
、
本

学
以
外
の
厚
木
市
内
４
大
学
で

も
同
様
の
協
定
が
結
ば
れ
て
お

り
、
不
用
品
回
収
を
通
じ
た
リ

ユ
ー
ス
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

の
産
学
官
連
携
と
し
て
、
日
本

初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
今
後

は
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、
学
生

は
不
要
と
な
っ
た
衣
料
品
や
雑

貨
を
手
軽
に
リ
ユ
ー
ス
に
出
す

こ
と
が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

回
収
品
は
海
外
で
の
再
利
用
や

国
内
外
で
の
再
資
源
化
が
進
め

ら
れ
る
。
本
協
定
に
よ
り
、
資

源
の
有
効
活
用
と
廃
棄
物
削

減
、
地
域
社
会
や
学
生
へ
の
環

境
意
識
の
向
上
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。              

　
　
　
　
　
　
　
【
羽
曽
部
聡
】

2026年

7/1（水）～9/4（金）必着
応募期間

応募対象 高校生

詳細はこちらから

「東京農業大学SDGsコンテスト」
を今年も開催！

SDGs17の目標と本学が掲げる
「学びのキーワード」から、

地域社会をより良くするために、
君に今できること・

今から出来ることについて、
小論文を募集する。

（１） ２０２６年（令和８年）７月２０日 第１０７号

2026年（令和８年）７月号
第１０７号

研
究
最
前
線
・
農
芸
化
学
科
／
外
国
人
留
学
生
懇
談
会
開
催
／

江
口
学
長
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
友
好
勲
章
」
受
賞
／
き
の
こ
図
鑑
…
…
２

「
香
り
の
街 

網
走
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
挑
戦
／

学
長
の
愛
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
の
旅
（
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
篇
）
／

受
験
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
情
報
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
３

農
友
会
の
活
動
﹇
馬
術
部
・
全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
・

ホ
ッ
ケ
ー
部
・
剣
道
部
﹈
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４



第13弾

鉄
染
色
（
青
色
）
に
よ
る
種
子
内
鉄
分
布

の
比
較
。
高
鉄
イ
ネ
系
統
で
は
種
子
内
の

鉄
蓄
積
が
増
加
し
て
い
る
。

開発した高鉄イネ系統。黒米系統、白米系統、糯系統など
多様な品種背景で高鉄化に成功した。左から親品種（台中
65 号：T65）、朝紫、黒米型の高鉄米（A-5BM)、白米糯型
の高鉄米（C-1M）、白米粳型の高鉄米（A-3U）。

江口学長の開会挨拶

ムタテンブワ駐日タンザニア大使
のご挨拶

　

鉄
欠
乏
症
は
世
界
で
20
億

人
以
上
が
影
響
を
受
け
る
最

も
深
刻
な
栄
養
障
害
の
一
つ

で
あ
る
。
特
に
主
食
作
物
に

鉄
を
多
く
含
ま
せ
る
「
バ
イ

オ
フ
ォ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
栄
養
強
化
育
種
）」

は
、
持
続
的
な
鉄
欠
乏
症
対

策
と
し
て
世
界
的
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
イ
ネ
の
米
粒
に

鉄
を
蓄
積
さ
せ
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。
鉄
は
植
物
に

と
っ
て
必
須
元
素
で
あ
る
一

方
、
過
剰
に
な
る
と
有
害
で

あ
る
た
め
、
植
物
に
は
鉄
吸

収
を
厳
密
に
制
御
す
る
仕
組

み
が
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

土
壌
に
鉄
を
施
用
し
て
も
多

く
は
不
溶
化
し
て
し
ま
い
、

効
率
よ
く
利
用
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
鉄
は
植
物
体
内
で

も
移
動
し
に
く
く
、
種
子
形

成
期
に
米
粒
へ
送
り
込
む
こ

と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、

高
鉄
米
の
開
発
は
長
年
の
課

題
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
た

高
鉄
米
の
多
く
は
、
鉄
の
吸

収
や
輸
送
に
関
わ
る
遺
伝
子

を
改
変
し
た
遺
伝
子
組
換
え

技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
遺
伝
子
組
換
え

作
物
は
社
会
的
受
容
や
流
通

の
面
で
課
題
も
残
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
我
々
は
遺

伝
子
組
換
え
を
用
い
な
い
高

鉄
米
の
開
発
に
成
功
し
た
。

研
究
の
出
発
点
は
、
著
者
が

発
見
し
た
イ
ネ
突
然
変
異
体

「�����

」
で
あ
る
。
こ
の
系

統
と
野
生
型
と
の
交
配
後
代

で
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を

用
い
た
遺
伝
型
解
析
と
全
ゲ

ノ
ム
解
析
の
結
果
、HRZ1

と
い
う
鉄
栄
養
状
態
を
感

知
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
コ
ー

ド
す
る
遺
伝
子
に
新
規
変
異

が
見
つ
か
っ
た
。
通
常
の
イ

ネ
で
は
鉄
が
十
分
に
蓄
積
す

る
と
吸
収
を
抑
制
す
る
が
、

�����

で
は
そ
の
制
御
が
弱

ま
り
、
よ
り
多
く
の
鉄
を

蓄
積
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
変
異
を
日

本
の
優
良
水
稲
品
種
へ
交
配

に
よ
り
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

通
常
の
国
内
圃
場
で
は
収
量

を
維
持
し
た
ま
ま
玄
米
お
よ

び
精
米
中
の
鉄
含
量
を
２
倍

以
上
に
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
現
在
は
、
品
種
登
録
を

目
指
す
と
と
も
に
、
収
量
性

や
食
味
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
連
続
戻
し
交
配
、
さ
ら
に

は
こ
の
有
用
変
異
を
国
内
外

の
多
様
な
イ
ネ
品
種
へ
導
入

す
る
研
究
も
並
行
し
て
進
め

て
い
る
。
本
成
果
は
、
植
物

栄
養
学
と
分
子
遺
伝
学
を
融

合
し
た
農
大
発
の
研
究
成
果

で
あ
り
、
世
界
の
鉄
欠
乏
症

改
善
に
貢
献
す
る
高
鉄
米
の

実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

本
研
究
は
、
本
学
の
「
こ
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め

と
す
る
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
の
支
援
を
受
け
て
進

め
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

【
齋
藤
彰
宏
（
農
芸
化
学
科　

助
教
）】

～遺伝子組換えを使用しない社会実装型の高鉄米のゲノム育種～

ハタケシメジ

　秋に発生するきのこで、日本
各地の草地や林の周辺に自生し
ている。近年は栽培技術の向上
により流通量が増え、スーパー
や直売所でも見かけるように
なった。歯ごたえのある食感と
豊かな旨味が特徴で、「香り松
茸、味しめじ」を思わせる味わ
いが魅力である。また、β-グル
カンや食物繊維、ビタミンB群
などを含むことから健康食材と
しても注目されている。江口学
長らの研究では、健康維持や生
活習慣病予防に役立つ可能性が
示されており、機能性食品素材
として期待されている。【文・寺
田守一、写真・江口文陽 (学長 )】  

外
国
人
留
学
生
懇
談
会

「International Students W
elcom

e Party

」
を
開
催

遺伝子組換えを使わず、鉄を多く含むコメの開発に成功遺伝子組換えを使わず、鉄を多く含むコメの開発に成功遺伝子組換えを使わず、鉄を多く含むコメの開発に成功
農芸化学科 齋藤 彰宏 助教農芸化学科 齋藤 彰宏 助教農芸化学科 齋藤 彰宏 助教

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
友
好
勲
章
」を
受
賞

江
口
文
陽
学
長

おいしさと
健康を支える
秋の恵み

　

東
京
農
業
大
学
は
２
０

０
６
年
以
降
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
立
農
業
大
学
な
ど
と

連
携
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
農

山
村
地
域
に
お
け
る
食
農

環
境
教
育
や
持
続
可
能
な

農
業
生
産
環
境
の
構
築
、

E
S
D
（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）
の
普

及
に
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
約

20
年
に
わ
た
る
農
山
村
地

域
へ
の
支
援
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
２
０
２
６
年

３
月
、
江
口
文
陽
学
長
が

東
京
農
業
大
学
を
代
表
し

て
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
友

好
勲
章
（Royal Order 

of Saham
etrei

）」
を
受

章
し
た
。

　

こ
の
勲
章
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
国
王
と
国
民
の
た

め
に
、
対
外
関
係
や
外
交

的
任
務
の
分
野
で
傑
出
し

た
貢
献
を
果
た
し
た
外
国

人
に
友
情
の
印
と
し
て
与

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
【
三
原
真
智
人
】

　

５
月
11
日
、
本
学
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

外
国
人
留
学
生
懇
談
会

「International Students 
W
elcome Party

」
を
開
催

し
た
。
毎
年
恒
例
の
外
国

人
留
学
生
懇
談
会
は
、
留

学
生
が
留
学
生
同
士
、
日

本
人
学
生
、
教
職
員
と
交

流
を
深
め
る
た
め
に
行
わ

れ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
今
年
は
、
駐
日
タ

ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
大

使
館 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
グ

ク
ウ
ィ
・
ム
タ
テ
ン
ブ
ワ

特
命
全
権
大
使
を
お
招
き

し
、
本
学
の
学
生
約
80
人

が
参
加
し
た
。
本
学 

江
口

文
陽
学
長
の
開
会
挨
拶
と
、

ム
タ
テ
ン
ブ
ワ
特
命
全
権

大
使
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、

新
入
留
学
生
か
ら
の
自
己

紹
介
や
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
日
本
人
学
生
に
よ

る
日
本
の
文
化
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
、
賑
や
か
に
懇

親
を
深
め
た
。

　

な
お
、
今
年
は
21
ヶ
国
・

地
域
よ
り
37
名
の
外
国
人

留
学
生
が
入
学
し
、
６
ヶ

国
・
地
域
の
協
定
校
よ
り

11
名
のVisiting Students

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
連

携
セ
ン
タ
ー
は
、
多
様
な

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
。①
本
学

の
海
外
協
定
校
に
半
年
ま

た
は
１
年
間
留
学
し
、
専

門
科
目
を
学
習
す
る
「
長

期
留
学
」、②
夏
期
と
春
期

休
業
期
間
に
海
外
協
定
校

を
訪
れ
、
学
生
交
流
を
行

い
、
農
村
や
農
業
関
連
企

業
の
視
察
を
通
じ
て
派
遣

国
の
食
農
環
境
を
学
ぶ
「
短

期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、③

海
外
協
定
校
の
代
表
学
生

を
招
待
し
、
食
・
農
・
環

境
に
係
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
国
境
を
越
え
て
議

論
を
行
う
「ISS

」（Inter-
national Students Summit 
on Food, Agriculture and 
Environment/

食
と
農
と

環
境
を
考
え
る
世
界
学
生

サ
ミ
ッ
ト
）、④
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
「
食
・
農
・

環
境
」
に
つ
い
て
、
講

義
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
英
語
で
実
施
す
る
国

際
体
験
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

「CIEP

」（Comprehensive 
International Education 
Program

）、⑤
日
本
人
学

生
と
留
学
生
が
集
い
、
互

い
の
言
語
や
文
化
、
歴
史

を
学
び
合
う
「English 

Café

」
な
ど
、
幅
広
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

る
。【
宮
浦
理
恵(

グ
ロ
ー

バ
ル
連
携
セ
ン
タ
ー
長)

】

学名：Lyophyllum decastes
畑占地・畑湿地

（２）２０２６年（令和８年）７月 20日第１０７号



EVENT
北
方
圏
農
学
科
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
様
子

研
究
室
ツ
ア
ー
も

人
気
の
世
田
谷

乳
牛
部
門
見
学
の
様
子

プロジェクトの仲間たちと

畑や果樹、花のフィールドと雑木林のつくる「実りの杜」

「農ある風景」を創出「農ある風景」を創出「農ある風景」を創出

網走の豊かな四季から着想
「四季の香り」

香りの力で網走の魅力を発信!
「香りの街 網走プロジェクト」の挑戦受験生向けイベント開催！受験生向けイベント開催！受験生向けイベント開催！

　５月 23・24 日は厚木、６月 14 日は世
田谷でオープンキャンパスを開催。
　厚木では 1,265 名と昨年を大幅に上回
る来場者を迎え、施設見学ツアーを始め
さまざまなプログラムが満員となった。
帰り際での収穫体験も活況で参加者は満
足そうに帰路についた。
　世田谷でも昨年度を大幅に超える
4,079 名の来場があった。マナビ体感を
始め、各学部で実施する研究室ツアーも
賑わいを見せ、熱心に教員や学生の話に
耳を傾ける高校生の姿が印象的だった。
　６月 20 日に開催された北海道オホー
ツクキャンパスは肌寒い天候だったが、
参加者たちは各学科の教育内容や研究活
動、オホーツクならではの学生生活につ
いて、熱心に耳を傾けていた。夏休み前
の時期にもかかわらず遠方から多くの参
加者が訪れ、生物産業学部の教育・研究
環境や地域性が、受験生にも強く注目さ
れていることを再認識する機会となった。

　富士農場では６月 28 日、受験生と保
護者を対象に富士農場見学ツアーを実施
した。参加者は雄大な富士山麓の自然環
境の中で、肉牛・乳牛・豚・家禽の４部
門を見学。研修生、学生や教職員から教
育・研究環境の説明を受け、実践的な農
学教育への理解を深めた。参加者からは
「大学での学びを具体的にイメージでき
た」と好評で、進路選択の貴重な機会と
なった。見学後にはお土産としてホロホ
ロ鳥の卵が配られ、参加者は調理法を聞
くなど珍しい卵に興味を示していた。

松
田 

響
花 

さ
ん(

左
）

出
身
：
東
京
都
江
戸
川
区

趣
味
：
香
水
を
集
め
る
こ
と

　

東
京
農
業
大
学
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
都
市
の

中
心
部
に
位
置
し
な
が
ら
、

高
度
な
総
合
農
学
の
研
究

と
実
践
教
育
を
支
え
る
多

様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
施
設
を

擁
し
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

が
生
き
て
い
る
博
物
館
」

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
多

様
な
研
究
を
行
う
野
外
実

験
施
設
や
作
物
の
栽
培
管

理
を
実
践
的
に
学
ぶ
圃
場
、

学
祖
榎
本
武
揚
が
掲
げ
た

幅
広
い
学
び
の
物
品
や
伝

統
的
な
農
法
で
活
用
さ
れ

て
き
た
古
農
具
、
本
学
の

学
際
的
な
特
徴
を
継
承
す

る
貴
重
標
本
な
ど
が
整
備
・

展
示
さ
れ
、
都
市
に
い
な

が
ら
農
業
の
生
産
現
場
を

体
感
で
き
る
「
農
あ
る
風

景
」
が
創
出
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
単

な
る
実
験
・
実
習
の
場
に

と
ど
ま
ら
ず
、
奥
多
摩
演

習
林
か
ら
調
達
し
た
持
続

可
能
な
木
材
を
建
築
や
施

設
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

森
林
学
・
環
境
学
の
知
見

を
学
内
空
間
に
還
元
す
る

資
源
循
環
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。

　

充
実
し
た
環
境
は
、
学

生
の
主
体
的
な
学
び
や
活

発
な
課
外
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
研

究
活
動
か
ら
地
域
連
携
、

部
活
動
に
至
る
ま
で
、
多

方
面
で
の
学
生
の
活
躍
を

後
押
し
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
屋
内
外
の

学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
施
設

を
今
後
も
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
い

く
つ
か
の
重
要
課
題
が
存

在
す
る
。
ま
ず
、
限
ら
れ

た
都
市
型
の
敷
地
内
で
、

高
度
化
す
る
最
新
の
実
験

設
備
と
伝
統
的
な
農
林
業

の
実
践
ス
ペ
ー
ス
を
ど
の

よ
う
に
共
存
さ
せ
、
最
適

に
配
置
す
る
か
と
い
う
空

間
創
出
が
課
題
だ
。
さ
ら

に
、
気
候
変
動
に
伴
う
極

端
な
気
象
変
化
へ
の
対
応

や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
大
、

都
市
環
境
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
保
全
と
安
全
性

の
両
立
も
求
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
農

学
、
環
境
科
学
、
建
築
学
、

造
園
学
な
ど
を
融
合
さ
せ

た
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
と
な
る
。
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
歴
史
的

な
農
の
思
想
を
継
承
し
つ

つ
、
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
や
環
境
負
荷
低

減
シ
ス
テ
ム
を
融
合
さ
せ

る
こ
と
で
、
次
世
代
の
都

市
型
総
合
農
学
拠
点
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
さ

ら
な
る
進
化
を
目
指
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
【
江
口
文
陽(

学
長)

】

【世田谷キャンパス篇】学長 愛 旅フィールドの のした学長 愛 旅フィールドの のした学長 愛 旅フィールドの のした
載連

東京農業大学 生物産業学部 食香粧化学科３年 松田 響花 さん

　
「
香
り
の
街 

網
走
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
東
京
農

業
大
学
食
香
粧
化
学
科
所

属
の
学
生
が
、
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
立
ち
上
げ

た
取
り
組
み
で
あ
る
。
私

た
ち
は
網
走
で
生
活
す
る

中
で
数
多
く
の
魅
力
に
触

れ
、「
食
香
粧
化
学
科
な
ら

で
は
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
網
走
を

知
り
、
楽
し
み
、
訪
れ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
強
い
思

い
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、

学
部
内
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
で
ア
イ
デ
ア
と
し
て

練
り
上
げ
、
現
在
は
実
行

段
階
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

網
走
の
魅
力
を
「
香
り
」

と
し
て
表
現
し
、
網
走
内

外
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
目
的
だ
。
香
り
は
す
べ

て
食
香
粧
化
学
科
の
学
生

が
調
香
し
て
お
り
、
現
在

は
網
走
の
豊
か
な
四
季
か

ら
着
想
を
得
た
「
四
季
の

香
り
」
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
立
ち
上
げ
当

初
は
２
人
だ
っ
た
が
、
今

で
は
10
人
の
メ
ン
バ
ー
が

互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と

活
動
し
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
２
つ
あ
る
。

１
つ
目
は
、
市
内
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
季
節

に
合
わ
せ
た
香
り
を
設
置

し
、
網
走
を
五
感
で
楽
し

ん
で
も
ら
う
取
り
組
み
だ
。

２
つ
目
は
、
年
に
一
度
の

大
規
模
な
香
り
イ
ベ
ン
ト

｢

網
香
届(

あ
こ
ー
ど)

祭｣

で
あ
る
。
昨
年
開
催
し
大

好
評
で
あ
っ
た
、
四
季
の

香
り
を
巡
る
「
香
り
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
と
、
北

海
道
な
ら
で
は
の
香
り
を

組
み
込
ん
だ
「
香
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
２
本
立

て
で
今
年
も
開
催
す
る
。   

（
期
間 

８
月
５
日
〜
11
日

場
所 

未
定
）

　

網
走
の
四
季
か
ら
着
想

を
得
た
香
り
は
一
体
ど
ん

な
世
界
を
魅
せ
て
く
れ
る

の
か
、
ぜ
ひ
現
地
に
足
を

運
ん
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

 

【
松
田
響
花
】

農学部特別講義（実習体験）高校生対象
厚木キャンパス 8/4（火）

▶

農学部まるわかり説明会 高校 1・2年生対象

厚木キャンパス 12/20（日）
▶

■これからのイベント
イベント詳細は
こちら>>>

事
前
申
込
制

事前申込制▶オープンキャンパス

▶収穫祭

厚木キャンパス 8/1 ～(土)

8/25(火)

7/25(土)
3/20(土)2027

8/22(土)

(日)8/2

10/31 ～(土) (日)11/1

10/11 ～(日) (月・祝)10/12

10/30 ～(金) (日)11/1

世田谷キャンパス

オンライン

北海道オホーツク
キャンパス

厚木キャンパス

世田谷キャンパス
北海道オホーツク
キャンパス

オープンキャンパス

富士農場見学ツアー

（３） ２０２６年（令和８年）７月 20日 第１０７号



馬術部、関東を制し全日本へ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
会
場
を
魅
了
し

好
成
績
を
収
め
た

競
技
中
の
川
上
さ
ん
と

ロ
ジ
ェ
ス
タ
ー
M
（
明
治
大
学
馬
匹
）

＊
競
技
規
定
に
よ
り
協
会
か
ら
提
供
さ
れ
た

馬
に
騎
乗

競
技
中
の
川
上
さ
ん
と

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
M

(

明
治
大
学
馬
匹
）

＊
競
技
規
定
に
よ
り
協
会

か
ら
提
供
さ
れ
た
馬
に
騎
乗

競
技
中
の
古
川
さ
ん
と

グ
レ
ニ
ス
・
グ
レ
ー
ス

(

東
京
農
業
大
学
馬
匹
）

出
場
権
を
獲
得
し
た

嘉
村
さ
ん
（
右
）
と
織
田
さ
ん
（
左
）

決
勝
進
出
が
決
ま
り
喜
び
合
う
選
手
た
ち

　

第
72
回
関
東
学
生
剣
道

選
手
権
大
会
が
５
月
６
日
、

10
日
に
開
催
さ
れ
、
農
友

会
剣
道
部
の
嘉
村
侑
也
（
生

産
環
境
工
学
科
４
年
）
と

織
田
慶
次
（
国
際
農
業
開

発
学
科
２
年
）
が
、
出
場

者
４
５
１
人
が
競
う
激
戦

を
勝
ち
抜
き
、
７
月
４
〜

５
日
に
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
第
74
回
全
日
本

学
生
剣
道
選
手
権
大
会
へ

の
出
場
権
（
72
枠
）
を
獲

得
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
学
生
剣

道
選
手
権
大
会
で
は
鈴
木

健
心
（
森
林
総
合
科
学
科

３
年
）
が
準
優
勝
、
古
賀

奏
望
（
生
産
環
境
工
学
科

３
年
）
と
須
山
寧
々
（
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
１
年
）

が
ベ
ス
ト
８
（
敢
闘
賞
）

に
入
賞
し
た
。

　
　
　
　
　
【
浦
﨑
広
空
】

　

関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
春

季
リ
ー
グ
戦
（
４
月
５
日

〜
６
月
14
日
）
で
女
子
が

１
部
準
優
勝
を
果
た
し
た
。 

準
決
勝
で
は
駿
河
台
大
学

相
手
に
先
制
。
そ
の
後
追

い
付
か
れ
１
対
１
と
な
っ

た
も
の
の
、
シ
ュ
ー
ト
ア

ウ
ト
戦
の
末
２
対
１
で
勝

利
し
た
。
決
勝
で
は
、
王

者
の
山
梨
学
院
大
学
と
対

戦
。
強
豪
相
手
に
果
敢
に

挑
み
、
積
極
的
に
攻
め
込

む
場
面
も
多
く
あ
っ
た
が
、

惜
し
く
も
０
対
１
で
敗
れ

準
優
勝
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
リ
ー
グ
の
敢

闘
選
手
に
は
齋
藤 

史
果

（
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３

年
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

男
子
も
１
部
３
位
と
好

成
績
を
残
し
た
。
準
決
勝

で
は
駿
河
台
大
学
に
対
し

４
対
４
で
同
点
と
な
り
、

シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦
の
結

果
惜
敗
。
３
位
決
定
戦
に

ま
わ
り
、
対
戦
相
手 

法
政

大
学
に
攻
守
に
わ
た
っ
て

主
導
権
を
握
り
、
６
対
２

で
勝
利
し
第
３
位
と
な
っ

た
。

　

こ
の
結
果
、
男
女
と
も

に
第
45
回
全
日
本
大
学

ホ
ッ
ケ
ー
王
座
決
定
戦
（
６

月
25
日
〜
28
日 

福
井
県
開

催
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

温
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　
【
女
子
監
督 

吉
田
一
男
】

２名が出場権獲得
第74回

全日本学生剣道選手権大会へ

大学広報特別表彰
写真展表彰を実施

関東学生春季リーグ 女子準優勝・男子3位
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全学応援団チアリーダー部
関東学生馬術選手権大会優勝

馬術部

その他 ホッケー部剣道部

　

農
友
会
馬
術
部
は
、
５

月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
津
久
井
馬
術
競
技
場
で

開
催
さ
れ
た
「
第
98
回
関

東
学
生
馬
術
選
手
権
大
会
」

に
出
場
し
た
。
本
大
会
で

は
、
川
上
真
生
（
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）
が

見
事
な
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

さ
ら
に
同
大
会
に
お
い

て
、
古
川
聖
（
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
２
年
）
も
10

位
入
賞
を
遂
げ
、
両
名
そ

ろ
っ
て
12
月
に
南
相
馬
市

馬
事
公
苑
で
行
わ
れ
る
予

定
の
「
第
98
回
全
日
本
学

生
馬
術
選
手
権
大
会
」
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ

た
「
第
70
回
関
東
学
生
馬

術
女
子
選
手
権
大
会
」
に

お
い
て
も
、
中
山
樺
（
造

園
科
学
科
４
年
）
が
11
位

に
入
賞
す
る
な
ど
、
日
頃

の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
馬

術
部
全
体
の
躍
進
が
光
る

大
会
と
な
っ
た
。

　

全
日
本
学
生
馬
術
選
手

権
大
会
で
も
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
挑
む
選

手
た
ち
の
活
躍
に
、
引
き

続
き
温
か
い
声
援
を
期
待

し
た
い
。

　
　

 

【
副
部
長 

犬
田
剛
】

　

２
０
２
５
年
度 

東

京
農
大
「
大
学
広
報 

特
別
表
彰
」お
よ
び「
写

真
展
表
彰
」
を
３
月
に

実
施
し
た
。
本
表
彰
は
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
お

よ
び
大
学
広
報
に
著
し

い
貢
献
を
果
た
し
た
学

生
や
団
体
の
表
彰
を
目

的
に
実
施
。
小
田
急
電

鉄
株
式
会
社
、
株
式
会

社
小
田
急
S
C
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
株
式

会
社
小
田
急
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
の
小
田
急
グ

ル
ー
プ
３
社
、
株
式
会

社 

日
本
農
業
新
聞
に

も
表
彰
趣
旨
に
賛
同
い

た
だ
き
、
実
施
に
至
っ

た
。
ま
た
会
場
で
は
、

農
友
会
写
真
部
協
力
の

写
真
展
「
走
る
を
、
写

す
」
に
対
す
る
表
彰
も

併
せ
て
行
わ
れ
た
。

【
石
塚
真
維
】

　

全
学
応
援
団
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部FIGHTING 

RADISH

は
、
２
０
２
６

年
３
月
26
日
に
幕
張
メ
ッ

セ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
たUSA School & 

College Nationals 2026

に
出
場
し
、
大
学
編
成

Show Cheer

部
門 

で
２

位
入
賞
を
果
た
し
た
。

 “Nationals”

は
全
国
選

手
権
大
会
を
意
味
し
て

お
り
、
地
区
大
会
で
あ
る

“
Regionals”

を
勝
ち
抜

い
た
各
地
域
の
代
表
チ
ー

ム
が
集
う
大
会
で
あ
る
。

本
大
会
は
国
内
最
大
規
模

の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

チ
ア
ダ
ン
ス
競
技
会
の
一

つ
と
し
て
知
ら
れ
、
毎
年

多
く
の
学
校
が
最
高
峰
の

舞
台
を
目
指
し
て
挑
ん
で

い
る
。
そ
の
中
で
完
成
度
・

難
易
度
と
も
に
高
い
演
技

を
披
露
し
、
好
成
績
を
収

め
た
。

　

全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
は
、
リ
ー
ダ
ー
部
・

吹
奏
楽
部
と
と
も
に
応
援

活
動
を
主
軸
と
す
る
組
織

で
あ
り
、
競
技
大
会
へ
の

出
場
は
応
援
ス
キ
ル
の
向

上
と
表
現
力
の
強
化
を
目

的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
仲
間
の
努
力
に
寄
り

添
い
、
そ
の
背
中
を
押
す

存
在
と
し
て
、
日
々
の
練

習
で
培
っ
た
技
術
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
競
技
の
場
で

も
存
分
に
発
揮
し
、
会
場

を
魅
了
し
た
。

　

今
回
の
経
験
と
成
果
を

糧
に
、
今
後
も
農
友
会
各

部
を
は
じ
め
と
し
た
挑
戦

す
る
農
大
生
を
全
力
で
応

援
し
続
け
て
い
く
。
最
後

に
、
大
会
出
場
に
際
し
温

か
い
ご
声
援
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
【
全
学
応
援
団
相
談
役

　
　
　
　
　
　

秋
山
聡
子
】

農友会活動農友会活動農友会活動

詳
し
く
は
↓

（４）２０２６年（令和８年）７月２０日第１０７号
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